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①大勢の子どもたちが 挑戦した、 スポーツクラ イ 

ミンク。 頂上まであ ともう少し。 

  ②スポーツクライミンクの 集まった手づくりあ そびルーム。 次に子どもたちが 身近にあ 大勢 るも   
ちは目が点でした。 よ一し， 僕も挑戦するぞ。 
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- ノ 才 
  
下車 ヰ     
，七       

日
ご
ろ
使
わ
な
い
筋
肉
な
ど
を
使
い
、
 

老
若
男
女
取
り
組
め
る
ス
ボ
ー
 ツ
 で
す
。
 

青
少
年
の
健
全
育
成
と
言
う
点
で
も
、
 

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
ク
と
い
う
 

競
技
が
、
根
付
い
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
 

て
い
ま
す
。
 

 
 

福
岡
県
山
岳
連
盟
 

戸
高
和
義
さ
ん
（
元
 松
夏
 ）
 

■
ウ
ラ
イ
 き
ン
ウ
 こ
い
う
 

ス
ポ
一
町
を
通
り
て
 

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
 

「
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
」
で
取
り
組
み
 

だ
さ
れ
て
 7
 年
。
ま
つ
り
の
開
催
前
日
 

に
は
，
小
学
校
高
学
年
の
児
童
を
呼
ん
 

で
の
、
体
験
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

最
初
の
 

]
,
2
 

年
目
は
、
あ
ま
り
な
 

じ
み
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
参
加
者
 

も
 少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
積
極
的
に
 

参
加
し
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
年
々
 

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
 

頂
上
ま
で
登
れ
る
子
、
登
れ
な
い
 子
 

い
ま
す
が
、
「
が
ん
ば
る
」
と
言
 う
気
 

持
ち
を
持
て
る
ス
ボ
ー
 ツ
 で
す
。
ま
た
、
 

頂
上
ま
で
登
る
こ
と
で
達
成
感
を
感
じ
、
 

自
分
に
自
信
が
持
て
る
も
の
で
も
あ
り
 

ま
す
。
 

こ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
 と
 言
う
競
技
は
 、
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⑥昨年以上に 参加者の増えたウォークラリー 
親子での参加が 数多く見られました。 
⑦ 軽 スポーツコーナ 一では、 小さなお子さ A 
鈴音までできるスカッドポールが 行われ、 
同じくらいのクラフで、 一生懸命ボールを 手 

し康 だ 約ま 目 
く と来け 二 しと 晴 た 福 年 た 手たな 天 
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  満 ほやり 7 うの タンベル体操にも、 たくさんの人の 参加 
ち りました。 手軽にできる 運動に、 ほんのり 汗 
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ほ
 ち
か
ら
 

ん
パ
 Ⅰ
 一
 を
も
ち
い
き
し
た
 

１
１
 を
 迎
え
た
健
康
・
福
祉
ま
つ
 

り
に
参
加
し
、
私
た
ち
食
生
活
改
善
雄
 

進
 会
と
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
も
展
 

示
 会
や
試
食
会
を
催
し
ま
し
た
。
 

「
快
適
な
高
齢
者
生
活
を
迎
え
る
」
 

た
め
の
展
示
や
高
齢
者
の
モ
デ
ル
 食
、
 

糖
尿
病
食
事
 ゃ
 独
居
高
齢
者
対
象
の
弁
 

当
の
サ
ン
プ
ル
、
試
食
会
場
で
は
、
 

「
ふ
る
さ
と
の
山
野
草
を
活
か
し
て
」
 

を
 テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
食
事
を
作
り
 

ま
し
た
。
会
員
み
ん
な
、
前
日
ま
で
に
 
-
 

準
備
を
済
ま
し
、
当
日
は
力
を
合
わ
せ
 

て
で
き
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
 

こ
の
ほ
か
に
も
、
 
岡
垣
 ポ
ラ
ン
テ
ィ
 

ア
 連
絡
協
議
 ム
頁
 Ⅱ
団
体
）
の
会
員
が
家
 

庭
 用
品
を
持
ち
寄
り
、
バ
ザ
ー
も
行
い
 

ま
し
た
。
バ
ザ
ー
の
収
益
金
は
、
社
会
 

福
祉
協
議
会
を
通
し
て
福
祉
に
役
立
て
 

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

年
々
と
参
加
者
も
増
え
、
今
年
は
子
 

ど
も
さ
ん
の
参
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。
 

ま
た
来
年
も
 、
 多
く
の
皆
さ
ん
に
 参
 

如
 し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
 

食
生
活
改
善
推
進
会
長
 

早
川
八
重
子
さ
ん
（
高
倉
）
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  恋じ     
5 月 25 日、 海老 澤 小学校で県教育委員会の 学校訪問が行われ 

ました。 
これは、 県内小学校の 現状などを知るためのもので、 県教育 
委員会初の試みでした。 各学年の授業参観のあ と、 海老 澤 小学 

校をもっと知ってもらうため 6 年生の代表 8 人と県教育委員会 
との教育懇談会が 行われました。 
児童から県教育委員会への 質疑・要望では、 「 T.T  ( 米 1 ) 

の先生をもっと 増やして欲しい。 」「 W 長は 、 僕たちのことを 町 

の宝と言いますが、 県教育委員会の 皆さんはどう 思力っ #.L ますか口 
などの活発な 意見が出ていました。 

来 l  T.T 二 Team Teaching の略。 複数の教師が 一組になっ 
- てそれぞれの 得意の単元を 教える方法。 
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5 月 25 日、 南山田区内に 交通安全標識が 設直されました。 
区民の持さんが 協力し、 材料集めかち 設置まですべて 自分 
たちの手で行ったそうです。 
坂道が多く迫が 狭く 、 車の交通量が 多い南山田区。 この 

標識には、 子どもたちの 安全だけでなく、 区民の皆さんの 
安全の願いを 込めているとのことです。 

[ 写真と原稿は、 南山田区長古島徳雄さん 提供 ] 
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惜 緑 そ 柿 た 春 巻 藤 り 折 た政 春砦 
春 の れ 若 わ 深 場 棚 練 れ る 里 り 芋 
や 日 ど 弓手 む き に に に 落 母に を に ・ネシア 九工 大 風が運 ん どと 。 "" "" 評 こ お田 % 悪 安 
古 記 れ 拍 菱 6 法 は薄 ゑ ち に   帰 い撞 - の すす ぷ ど にニユ 目呂モ 士 稀 ｜ @ タ互 サ 打 の む 紅 し し れ っ の 

9  9  手 -f と ち か ら 締小 み ば < r   
迎 辿 の ね ， 約手 に さ や 技 し と   
へ る 来 て 木     

句 美 舎人 { ⅠⅠ 去 ル @ お を   イ   
智 美 -  丈 6  号 令 
予 予 杖 6 千   
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今月のさわや ガ さんは、 「将来の夢は 、 
料理 ガ じよう ず なお嫁さんになることで 
ヲ 。 」と話 す 、 山崎さんの登場です。   

- @ ト @.- % V "@ " 自 l 七 %U ノ 」 @ @ カ J @ , Ⅰ ムイフ し Ⅱ 才つ佑 ⅡⅤ ' しよ Ⅰ ハ 
ナ 毎日の仕事はどうで すガ ? 
入社して 2 年が経ちましたが、 まだまだ未熟 

で 覚えなければならないことがたくさんあ りま 

す 。 
社内の皆さんのお 役に立てるよ う に、 これか 

ももがんばります。 

ナ 休みの日は 、 何をしています ガ ? 
買い物が大好きなので、 眠 さえあ ればどこへ 

でも出かけていきます ， ド イ や映画鑑賞も 

好きなので、 家にじっとしているごとは、 ほと 

んどあ りませんな a 。 

ナ性格は ? 
第 1 印象は、 「冷たぞ う 」などと 言 ，われます 

が 、 実際 話 なしてみると 印象とは違うようで、 

「おもしろい」「天然ボケ」などと 言われます。 利 、 自身では、 かなりの「あ がり 症 」で、 火 兵 古 

共コりをしてしまいます。 Ⅱ集れてしまうと、 「 う - ノ   

るさい」というくらいに、 おしゃべりな 方だと 

  思 、 います。 あ とは、 物事を結構はっきりと 言う 

性格だと、 思っています。 

ナ 最後に岡垣町の 印象は ? 
先々月、 岡垣町に引っ 越してきたのですが、 
とても素朴で 周りが静かで、 住みやすく美しい 

町 だと思います ，   
転 せ 風 告 気 革 連 山 切 

ま 毎 れ %  麻 
関 城 及 こ 

勒 せ と 白 寺 子 へ   
が ら な を の の ヱ   

基 は ち と 

      づ   上   

た 郷 ぃ 
ブ 悠 -  5  % 
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う るあ いの 川 づくⅡ事業 

Ⅰくと 繍 Ⅰ '"   6,6 れるさとの 川 
  
  

岡垣町には多くの 川 ガ流れていて、 私たちに 豊ガな 水、 潤いとや 出会い 
すらぎのあ る環境をもたらしてくれま す 。 

ぬるさとを流れる 川の環境や自然環境を 、 皆さんとともに 守り、 どこ 
ふれあ い 

にでもホタルガ 住める川にしたいものです。 
学び 愛 

    づ 
      

  

  Ⅰ -' Ⅰ " 
      

  
  
玄恵 丑 ; 馬 

コ Ⅰ 
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て " 。 。 - "" グ     
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  @l れ 
み テ目 @ ヰ @f                   、 宝 ，。   

    
    
    

今までの Jll づくし 最近の川づくし 

く 災害の危険性を 低くする 川 づくり》 くがとあ れあ いを目的とⅠた 川つくり》 

Ⅰ 牙厨 、 据オ 対策の拍めのコスト 重視の改修 Ⅰオ辺のぶ力あ い の 若 めの 皮 護岸整備， 侮 オ路塞蝦 
Ⅰ災害後の応急的な 復侶 工事 Ⅰ河川堤防を 利僻し 乃 自転車道の整備 

コンクリートによる 改修で災害の 危険 地域の皆さんによる 除草活動や堤 
は 低く 砿 0 ます。 一方で大雨が 降ると 水 防 での花の栽培 砿ど、 美しい環境 つ 
が 一気に下流に 流れ、 支流に土砂がたま 

再い 合わせ 
く 0 に関心が高まっています。 

りやすくなるなどの 害もあ ります。   
建設課建設 俸 Ⅰ 

薬登     "         
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ぬ ルシータ 塑宰シグ俺軸 ) 
チーズ ( カルシウム ) たっぷりの 2 ぽ n 

①烏賊のチーズ 詰め、 ピリカラ焼き 

②小豆入り、 チーズの茶巾絞り 

く のの材料 4 人分 ) 
0 烏賊「 1 杯 150 グラム程度」 2 杯①ゴ ー 
ダ チーズ (80 グラム )0 いんげん ( 8 本 ) 
0 にんじん (100 グラム )0 しょうゆ ( 小 
さじ 1 )0 小麦粉 ( 少々 ) 

くタし の 材 # 斗 ) 
C) しょうゆ ( 大さじ 1 ) ① 酒 ( 大さじ 1 ) 
①みりん ( フ くさじ 1 )0 粉チーズ ( 少々 ) 
0 七味 ( 少々 ) 

く のの作り方 ) 
                                      じ んは 5 ミリ角に 
切ってしたりでする。 
②   烏賊は洗って 内臓を取り、 足は 5 

ミ リ角 !. こ 切る。 

1  センチ白 !. こ切   
しょうゆで「味をつける。 
④ 烏賊の胴体の 中に、 小麦粉をふ @) 
③を詰めて、 つまようじでとめる。 
⑤ 小鍋にタ ン の材料を フ、 ね 、 少し 煮 

詰める。 
⑥ フライパン、 またはオーブンに⑤ 
を 入れて、 タレをつけながら   焼き、 
粉チーズ とセ 味をふって表面を 軽く 

焼く。 
⑦ 食べやすい大きさに 切って盛り付 
けてできあ がり。 

く ②の中 4 科 4 個分 ) 
①カッテージチーズ (160 グラム )0 さ 
と う (30 グラム ) ①ゆで小豆 (4(@ グラム ) 
①抹茶 ( 少々 ) 

く ②の作り方 ) 
① 抽 ごしした カ ソテージチ 一 ズ l, こ、 

さと う を混ぜる。 
          ゆで小豆は飾り 用に 4 個、 形の良 
い ものを取り分け、 鍋で煮詰めて 水 

分 をとばしあ んこ状にする。 
③ カッテージチーズの 中心に②を 包 
み、 ガーゼで茶巾の 形にしぼる。 
④ ③の上に抹茶をふ け 、 小豆を - 粒 
うえに飾りできあ がり。 

  岡垣町食生活改善推進会 ( ヘルスメイトの 会 ) 

0
 肉
 、
魚
、
野
菜
な
ど
の
職
人
は
最
後
以
下
一
、
 熱
い
も
の
は
冷
や
し
て
か
 

健
康
対
策
課
保
健
婦
白
木
幸
弘
 

0
 食
品
を
調
理
前
後
や
調
理
途
中
に
長
 

家
族
 沖
れ
 好
で
食
中
毒
対
策
 『Ⅰ
 

く
 放
置
し
な
い
。
 

こ
れ
 ガ
 ら
の
季
節
は
、
高
温
多
湿
で
食
中
毒
菌
 （
細
菌
）
 ガ
 繁
殖
す
る
◆
食
中
毒
に
ガ
ガ
う
な
い
 
よ
う
に
体
調
 

に
は
絶
好
の
環
境
で
す
。
食
中
毒
に
は
（
下
図
 
参
照
）
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
を
整
え
よ
う
 

ガ
 あ
り
、
中
で
も
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
ガ
食
中
 

 
 

て
も
、
食
中
毒
 

 
 

（
吐
き
気
・
嘔
吐
・
腹
痛
・
下
痢
な
ど
）
 

ト
 程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

に
か
か
る
人
と
か
か
ら
な
い
人
が
い
 き
 

に
し
、
新
鮮
な
も
の
を
選
ぶ
。
（
消
す
。
こ
れ
は
、
 

食
中
毒
菌
の
摂
取
量
の
 

◆
食
中
毒
は
予
防
で
き
ま
す
 

食
中
毒
は
、
食
中
毒
菌
を
「
つ
け
な
四
期
限
の
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お 便 、 % 分 翔   

た キノコ・ 宙栴 、 

祖 物 性 朋坤 アサカオなど 

毒 
劫 材 杜 

フク、 4 カマス． 
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～ 看護職員百武 莱 移動相談 ～   

福岡県と看護協会は、 ナースバン 

人 ・休職情報と 医療・看護情報の 提 

ます。   保健婦・ 士 、 助産婦、 看護婦・ 士 、       准看護婦・士の 資格をもっている 人 
中 で 幕 間 8 し応 一調 調密査調募 

うぞ就業の相談に 気軽にお越しくだ 

"" 。 " 一 ' 。 " 

  用意しています。 
    

とき ところ 

し 目釘〒 入   ( 北九州市小倉北区大手町 )     午後 4 時まで 呑 5 8 2 一 3 3 1 1 

8 月 2  日 ( 水 ) 八幡西区保健福祉センター 
はヒ 九州市八幡西区筒井町 )   

/ ベ 
無 30 

午後 4 時まで 呑 6 4 2 一 1 4 4 1 

  9 月即日 ( 水 ) 小倉南区保健福祉センター 

  ( 北九州市小倉南区若 園 )   

テ 呑 9 5 1 一 4 1 1 l 
キ 

問い合わせ   
@ 代 県 看護協会 呑 092 一 714 一 5203 へ 
） "           

2  有に紙地 福ノ     

き ザ 今市 4 人   
権 ん四 の ア   干 る力 -.% 奉祉ス、 高 コ H 寺 ま ）   
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係 4 市 ン ヌ、 日       
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ク山下上巳 正 北道貞 官 %282 一 6111 
Ⅰ い こ い の 里 ・社会福祉協議会 %283 一 2940 

ク m  - 上亘サ コリ一戸Ⅰ む 282 一 1,51,5 
ク シルバー大利， むノタ -  %282 一 4688 

ク 中央公民館 容 282 一 0162 
ク 東部公民館 宕 282 一 0035 
ク 西部公民館 宕 282 一 7476 
ク 在宅介護支援センター 宕 282 一 5167 
ク妬梶 外敵 援ゆタ ・ 宕 282 一 5103 

文 気軽に参加くたさ fM 協会主催盆踊り い @  講習合 とき 7 月 16 日 ( 日 ) 午前 9 時 W0 分受付ところ 東部体育館問い 合わせ文化協会 呑 282-0162 へ 

夏休みの思い 出に 

「大人と子どもの 朋 れめい教室Ⅰ 

も う すぐ夏休み ! 今年の夏休みも 
「大人と子どものふれあ い 教室」を開 
きます。 
親子に限らず 祖父母と孫 や 、 地域の 

大人と子どもなど、 たくさんの参加を 
お待ちしています。 

の夏休み陶芸 綴 空 
手作 0 の焼き物を楽しく 作って 、 思い出 

にしましょう。 
と き Ⅴ作陶 7 月 28 日 ( 金 ) . 29 日 ( 土 ) 

30 日 ( 日 卜引日 ( 月 ) 
Ⅹいずれか一日で 時間 は 午前 9 時から正午 
までです。 

Ⅴ色付け 8 月下旬 
ところ 中央公民館陶芸所 
定 員 各日とも 30 人 

の夏休み 糊埋綴 空 
おいしい料理を 下亡しらえから 学び、 み 
んなで楽しく 食べましょう。 
と き 8 月 5 日 ( 土 ) m がに 里 ] 

8 月 6 日 ( 日 ) m ボ叫王里 ] 
8 月 8 日 ( 火 ) [ お菓子 ] 

米 いずれか一日で、 時間ほ午前 l0 時から 午 
後 l 暗までです。 
ところ 中央公民館調理事 
定 員 各日とも 30 人 

米 ①・②の参加希望の 人 は 、 町内の大人と 

子どもの ぺア でお願いします。 また、 参 

加費 は 無料ですが、 材料費 は 実費負担し 
ていただきます。 

③亘佑 あ ノ トドカー どシ ク教 @ 
まるで今にも 飛び立ちそうな 鳥の彫刻を 
創ってみませんか。 大人から子どもまでど 
なたでも楽しく 割 れます。 この機会に一度 
経験してみませんか。 
と き 8 月 l8 日 ( 金 )-20 日 ( 日 ) の午前 9 
時から正午まで 

ところ 中央公民館第 3 会議室 
対象者 町内の小学 4 年生以上の子どもと 
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